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这个症状要看什么科？――有关“神经”的诊疗科 

この 症 状
しょうじょう

どこで診
み

てもらえるの？――「神経
しんけい

」に関
かか

わる診
しん

療
りょう

科
か

 
 

在前一期我们为大家介绍了《免疫力

降低时请注意“带状疱疹”！ 》，其中还谈

到了一位归国者在遭受带状疱疹病痛折磨

时，尽管被医生建议“去神经科看看比较

好”，可是因为认为“自己又不是精神病”

就没去就医的事。这位归国者大概是因为

听到了“神经 shenjing”这个词，就由此

联想到“精神科”了吧。这种场合的“神

经科 shenjingke”，可以被认为是指对脑

内传递疼痛的神经传导物质施加作用，从

而抑制疼痛的“止痛门诊” 或是“疼痛科”。 

 
前号
ぜんごう

の“免
めん

疫
えき

低
てい

下
か

時
じ

はご 注
ちゅう

意
い

！「帯
たい

状
じょう

疱
ほう

疹
しん

」”

で、帯状疱疹の痛
いた

みで苦
くる

しんでいる時
とき

、医
い

者
しゃ

から「神

経科で診
み

てもらうとよい」と言
い

われたけれど「自
じ

分
ぶん

は

精
せい

神
しん

病
びょう

じゃない」と、行
い

かなかった帰
き

国
こく

者
しゃ

の 話
はなし

を

しました。この帰国者は「神经 shenjing」と聞いただ

けで「精
せい

神
しん

科
か

」と結
むす

びつけてしまったのでしょう。

この場
ば

合
あい

の「神经科 shenjingke」は脳内
のうない

の痛みを伝
つた

える神
しん

経
けい

伝
でん

達
たつ

物
ぶっ

質
しつ

に作
さ

用
よう

して痛みのコ
こ

ン
ん

ト
と

ロ
ろ

ー
ー

ル
る

をする「ペ
ぺ

イ
い

ン
ん

ク
く

リ
り

ニ
に

ッ
っ

ク
く

」や「ペイン科」を指
さ

して

いたと思
おも

われます。 

 

◆日语的“神经”一词有以下①和②这样的两种意思。 

日本語
に ほ ん ご

の「神経」には、次
つぎ

の①と②のような二
ふた

つの意味
い み

がある 

① “担任连接肌肉的有信息传导作用的组织” 

「筋肉
きんにく

につながって情 報
じょうほう

伝達
でんたつ

の役割
やくわり

を担
にな

う組
そ

織
しき

」 

使用方式的例子 使
つか

い方
かた

の例
れい

 

◎做过手术之后，神经麻痹了，感觉也变得迟钝了。 

 手 術
しゅじゅつ

をしてから神経が麻
ま

痺
ひ

して、感覚
かんかく

が鈍
にぶ

くなった。 

◎一到冬天，就会神经痛。 冬
ふゆ

になると神経
しんけい

痛
つう

が出
で

る。 

② “感受事物的机能”「物
もの

を感
かん

受
じゅ

する 働
はたら

き」 

使用方式的例子 使い方の例 

◎那个人连这么细小的事都拘泥，真是有点儿神经质啊。 

  あの人
ひと

はこんなに小
ちい

さいことにもこだわって、ちょっと神経質
しつ

だね。 

◎刚才的说法很是触动人的神经。 さっきの言い方
かた

はかなり神経にさわった。 

◆与上述的①和②分别有关的“神经”诊

疗科 

 与①的“神经”有关的诊疗科…… 

“神经内科”“脑神经内科”等 

与②的“神经”有关的诊疗科…… 

 
◆ 上

じょう

記
き

①と②、それぞれの「神経」に関
かか

わる診療

科 

 ①の「神経」に関わる診療科… 

       「神経内
ない

科
か

」「脳神経内科」等
とう

 

 ②の「神経」に関わる診療科… 

生
せい

活
かつ
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“心疗内科”“精神科”“神经科”等 

下面为大家详细地写出来。 
 

与①的“神经”有关的诊疗科 

“神经内科”“脑神经内科”･････如果身

体的协调运动、对事物的感受感知、思考

和记忆都不能正常运作时，会被怀疑有可

能是患上了脑、脊髓、神经或是肌肉方面

的疾病。作为症状有麻痹、头晕、用不上

劲、步行困难、蹒跚摇晃、肌肉僵硬、抽

搐、呛、说话困难、看东西出现重叠现象、

头痛、手脚或是身体不自主地晃动、健忘、

痉挛发作、意识障碍等等。首先，要到能

够看全身疾病的神经内科或是脑神经内

科，确诊是什么方面的病，如果是因为骨

或是关节方面的病而导致麻木或是麻痹的

话，就去整形外科；需要手术等时，就要

去脑神经外科；是精神方面的问题时，会

被介绍到精神科。此外，在感知感觉方面，

还包括看和听的能力，也有要看眼科或是

耳鼻喉科的场合。认知症(老年痴呆症)或

是癫痫等，既可以到精神科也可以到脑神

经内科等去就诊。 

“脑神经外科･･････包括脑、脊髓、末梢

神经系统以及与之相关的附属器官（血管、

骨、肌肉等）的神经系统的所有的疾患中，

主要医治需要外科治疗、手术等的疾患。

作为代表性疾患有脑肿瘤、脑动脉瘤等。 
 

与②的“神经”有关的诊疗科 

“心疗内科”･･････医治被称为“身心病”

的疾患。以在身体方面出现的症状为中心，

在考虑出现病症的心理背景・社会原因的

基础上进行治疗。乍一看，好像是内科的

疾患，而实际上是由精神上的压力引起的

       「心療内科」「精神科」「神経科」等 

以
い

下
か

に 詳
しょう

細
さい

を書
か

きます。 

 

① の「神経」に関わる診療科 

「神経内科」「脳神経内科」･････ 体
からだ

を動
うご

かしたり、

感
かん

じたりする事
こと

や、 考
かんが

えたり覚
おぼ

えたりすることが

上手
じょうず

にできなくなったときに脳や脊髄
せきずい

、神経、筋
きん

肉
にく

の病気が 疑
うたが

われる。 症 状
しょうじょう

としてはしびれやめま

い、うまく 力
ちから

が入
はい

らない、歩
ある

きにくい、ふらつく、

つっぱる、ひきつけ、むせ、しゃべりにくい、ものが

二重
にじゅう

に見
み

える、頭
ず

痛
つう

、勝
かっ

手
て

に手
て

足
あし

や体が動
うご

いてし

まう、もの忘
わす

れ、痙攣
けいれん

発作
ほっさ

、意
い

識
しき

障
しょう

害
がい

などがある。

まず、全
ぜん

身
しん

をみることが出
で

来
き

る神経内科や脳神経内

科でどこの 病
びょう

気
き

であるかを見
み

極
きわ

め、骨
ほね

や関
かん

節
せつ

の病

気がしびれや麻痺の原
げん

因
いん

なら整形
せいけい

外科
げ か

を、手 術
しゅじゅつ

な

どが必要
ひつよう

なときは脳神経外科
げ か

を、精
せい

神
しん

的なものは精

神科を紹 介
しょうかい

される。また、感じることの中
なか

には見
み

たり聞
き

いたりする能
のう

力
りょく

も含
ふく

まれ、眼
がん

科
か

や耳
じ

鼻
び

科
か

の

病気の場合もある。認
にん

知
ち

症
しょう

やてんかんなどは、精神

科と脳神経内科どちらでも診療が可
か

能
のう

。 

「脳神経外科」･･････脳
のう

、脊髄
せきずい

、末
まっ

梢
しょう

神経
しんけい

系
けい

およ

びその付
ふ

属
ぞく

器
き

官
かん

（血
けっ

管
かん

、骨
ほね

、筋肉
きんにく

など）を含
ふく

め

た神経
しんけい

系
けい

全
ぜん

般
ぱん

の疾
しっ

患
かん

のなかで、主
おも

に外科的
てき

治

療、手 術
しゅじゅつ

などが必要な病気を 扱
あつか

っている。代
だい

表
ひょう

的
てき

な疾患として脳腫
しゅ

瘍
よう

や脳動
どう

脈
みゃく

瘤
りゅう

などがあ

る。 

② の「神経」に関わる診療科 

「心療内科」･･････「心
しん

身
しん

症
しょう

」と呼
よ

ばれる疾患を扱

う。身体に 現
あらわ

れる 症 状
しょうじょう

を 中
ちゅう

心
しん

に、その背
はい

景
けい

の

心
しん

理
り

・社
しゃ

会
かい

的
てき

要
よう

因
いん

への配
はい

慮
りょ

や対
たい

処
しょ

を 行
おこな

う。一見
いっけん

すると内科の疾患のようだが、精神的な負
ふ

荷
か

で起
お

き

る 病
びょう

気
き

、例
たと

えばス
す

ト
と

レ
れ

ス
す

性
せい

の胃
い

腸
ちょう

炎
えん

、胃
い

潰
かい

瘍
よう

、

円
えん

形
けい

脱
だつ

毛
もう

症
しょう

、気
き

管
かん

支
し

ぜんそく、偏
へん

頭
ず

痛
つう

、チ
ち

ッ
っ

ク
く

、

摂
せっ

食
しょく

障
しょう

害
がい

（過
か

食
しょく

症
しょう

・拒
きょ

食
しょく

症
しょう

）、神
しん

経
けい

性
せい

食
しょく
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疾病，比如说以压力性胃肠炎、胃溃疡、

斑秃、支气管哮喘、偏头疼、习惯性痉挛、

摄食障碍（贪食症・拒食症）、神经性食欲

不振等为对象。在进行身体方面的诊疗和

检查的同时，也会进行心理测试以及通过

面谈了解心理・社会方面的因素。 

“精神科”“神经科”“精神神经科”･･

････虽然名称不同，但是诊疗内容都一样。

以不安、抑郁、失眠、焦躁、幻觉、幻听、

妄想等的症状；抑郁症、神经症性障碍、

统合失调症以及双极性障碍（躁抑郁症）

等的精神疾患为对象。 

以上的诊疗科有的设置在综合医院

里，也有挂着“メンタ

ルクリニック(心理诊

所)”“心のクリニック

(心灵诊所)”这样招牌

的诊疗科。 

 

◆为了保持身心健康 

老年人随着年龄的增加，积累了丰富

的知识和经验以及人生的智慧，但是与年

轻时相比，反应的速度、记忆力以及处理

问题的速度都开始走上衰退。并且，健康

状况也出现了变化，容易感到疲劳、对吃

的东西感到没以前那么香了、睡眠也变得

浅了。甚至，有的人或许会有容易焦躁、

抑郁的心情会一直持续、对事物容易感到

厌倦麻烦、对到现在为止有兴趣的、感到

高兴的事也都提不起兴趣、感觉不到兴

奋，心理状态变得不安定这样的体验。按

照精神科医生的解释，这是因为家里有病

人或是有需要护理的人、配偶或是兄弟姐

妹的去世、丧失社会性的立场等这样的经

历形成了巨大的压力，影响到了心理健康

而造成的。据说像这样的症状，多见于

75岁以上的后期高龄者。 

可以说，家里的亲人主动理解老年人

欲
よく

不
ふしん

振 症
しょう

などを対
たい

象
しょう

としている。身
しん

体
たい

的
てき

な診
しん

察
さつ

や検
けん

査
さ

とともに、心
しん

理
り

テ
て

ス
す

ト
と

や心
しん

理
り

・社
しゃ

会
かい

面
めん

での

面
めん

接
せつ

もある。 

「精神科」「神経科」「精神神経科」･･････呼
よ

び名
な

は違
ちが

うが診療内
ない

容
よう

はどれも同
おな

じ。不
ふ

安
あん

、抑
よく

うつ、不
ふ

眠
みん

、

いらいら、幻
げん

覚
かく

、幻
げん

聴
ちょう

、妄
もう

想
そう

などの 心
こころ

の 症
しょう

状
じょう

や、うつ病、神経症性 障
しょう

害
がい

、統
とう

合
ごう

失
しっ

調
ちょう

症
しょう

や双
そう

極
きょく

性
せい

障
しょう

碍
がい

(躁
そう

うつ 病
びょう

)などの精神疾患を対象にし

ている。 

以上の診療科は、総
そう

合
ごう

病
びょう

院
いん

の中
なか

に設
もう

けられていた

り、｢メ
め

ン
ん

タ
た

ル
る

ク
く

リ
り

ニ
に

ッ
っ

ク
く

｣「心のクリニック」といっ

た看
かん

板
ばん

を掲
かか

げていたりします。 

 

◆心
しん

身
しん

の健
けん

康
こう

を保
たも

つために 

高
こう

齢
れい

の方々
かたがた

は、年齢
ねんれい

を重
かさ

ね、知
ち

識
しき

や経験
けいけん

、そし

て生
い

きる知
ち

恵
え

を身
み

につけていますが、若
わか

いときに比
くら

べると、反
はん

応
のう

の速
はや

さや記
き

憶
おく

力
りょく

や問
もん

題
だい

処
しょ

理
り

能
のう

力
りょく

が

衰
おとろ

えてくるものです。そして、健康 状
じょう

態
たい

にも変
へん

化
か

が 現
あらわ

れ、疲
つか

れやすくなったり、食
しょく

事
じ

がおいしくな

くなったり、眠
ねむ

りが浅
あさ

くなったりします。さらに、

いらいらしたり、憂
ゆう

鬱
うつ

な気
き

分
ぶん

が続
つづ

いたり、ものごと

が面
めん

倒
どう

になったり、今
いま

まであった 興
きょう

味
み

や 喜
よろこ

びが

わかなかったり、心の状態が不
ふ

安
あん

定
てい

になるといった

体
たい

験
けん

をお持
も

ちの方もいらっしゃるかもしれません。

精神科医
い

によるとそれは、家
か

族
ぞく

の病気や介護、配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

や 兄
きょう

弟
だい

の死
し

や社会的
てき

立
たち

場
ば

の喪
そう

失
しつ

等が大
おお

きなス

トレスとなり、心の健康に影
えい

響
きょう

を与
あた

えることがあ

るからとのことです。このような症状は 75歳
さい

以
い

上
じょう

の後
こう

期
き

高齢者に多
おお

く見られるものだそうです。 

また家
か

族
ぞく

の方々は、高齢者の心身の変
へん

化
か

を理
り

解
かい

し

て、高齢者ご本人が安
あん

心
しん

して暮
く

らせるように環
かん

境
きょう

を 整
ととの

えることが大
たい

切
せつ

だということです。 

 

私
わたし

たちが心身
しんしん

の健康
けんこう

を保
たも

つために、そして、認知症
にんちしょう

予
よ

防
ぼう

のために、精神科医
せ い し ん か い

が推
すい

奨
しょう

する幾
いく

つかの
”

“心
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在身心方面的变化，为老年人提供一个可

以安心生活的环境是非常重要的。 
 

为了保持身心健康并且也为了防止认

知症，在此，我们为大家介绍精神科医生

推荐的几项 “要着意用心做的事”。  

・和什么人说说话、和一些人保持联系 

・要有爱好和朋友，要生活得有意义 

・通过轻松的体育运动、散步等来调节心

情 

・生活要有规律 

・身体方面的疾病要及时治疗（高血压、

糖尿病、腰痛、等） 
 

或许不能像年轻时那样生活，但是为

了日常生活可以平稳安泰地度过，请一定

试着留意以上的建议哦！ 

がけ”を紹介します。 

・誰
だれ

かと話
はな

す、誰かとつながる 

・趣
しゅ

味
み

や友
とも

だちを持
も

つ、生
い

きがいを持つ 

・軽
かる

いス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

、散
さん

歩
ぽ

等で気
き

分
ぶん

転
てん

換
かん

をする 

・生
せい

活
かつ

のリ
り

ズ
ず

ム
む

を整える 

・体の病気の治療を進
すす

める（高
こう

血
けつ

圧
あつ

、糖
とう

尿
にょう

病
びょう

、

腰
よう

痛
つう

、等） 

 

若い時
とき

のようにはいかないかもしれないけれども、

穏
おだ

やかな日
ひ

々
び

が送
おく

れるように、ぜひ心にとめてみて

くださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

专栏１～「神经症」和「精神病」～ 

这两个词有时会被混为一谈。不

过，神经症是主要由心理上的原因造成

的身心方面的机能障碍的总称，患者自

身能认识到自己有病，与精神病是有区

别的。关于神经性障碍，举例来说有以

下的病状。 

●不安性神经症（没有理由，突然被不

安的感觉侵袭，作为身体症状有呼吸困

难、心悸、胸部有压迫感、窒息感、眩

晕感、手脚的麻木感、发汗等）●恐怖

性神经症（恐高症、视线恐怖症、尖端

恐怖症、不洁恐怖症等)●强迫性神经

症（某种念头、观念强烈逼迫，即使想

忘掉还是会受其困扰，为了消除那种念

头，自己一边认为很傻，一边又反复做

着像不停地洗手或是洗澡这样一些动

作。）●抑郁性神经症（显示出像持续

两年以上的慢性忧郁心情或是心情不舒

畅等的比较轻的抑郁状态的症状。） 

コ
こ

ラ
ら

ム
む

１～「神経症」と「精神病」～ 

この２つは、混
こん

同
どう

されることがありますが、

神 経 症
しんけいしょう

は主
おも

に心理的
しんりてき

原因
げんいん

によって 生
しょう

じる心身
しんしん

の機
き

能
のう

障 害
しょうがい

の総
そう

称
しょう

で、自
じ

分
ぶん

は病気だという意
い

識
しき

があり、精神病とは異
こと

なります。神経症性障害

には、例
たと

えば次
つぎ

のようなものがあります｡ 

●不
ふ

安
あん

神経症（理由もなく突
とつ

然
ぜん

不安におそわれ、

身体症状として呼
こ

吸
きゅう

困
こん

難
なん

、動
どう

悸
き

、 胸
きょう

部
ぶ

圧
あっ

迫
ぱく

感
かん

、窒
ちっ

息
そく

感、めまい感、手足のしびれ感、発
はっ

汗
かん

な

ど）● 恐
きょう

怖
ふ

神経症（高
こう

所
しょ

恐怖、視
し

線
せん

恐怖、先
せん

端
たん

恐怖、不
ふ

潔
けつ

恐怖など)● 強
きょう

迫
はく

神経症（ある考えが

強
つよ

く迫
せま

ってきて、忘れ去
さ

ろうとしてもしつこく付
つ

きまとい、その考えを消
け

すために自
じ

分
ぶん

でもばかば

かしいと思
おも

いながら、執
しつ

拗
よう

に手
て

を洗
あら

ったり 入
にゅう

浴
よく

したり一
いっ

定
てい

の動
どう

作
さ

を繰
く

り返
かえ

す）●抑
よく

うつ神経症

（2 年以上に及ぶ慢
まん

性
せい

の憂鬱な気
き

分
ぶん

や心が晴
は

れな

いなどの軽
けい

うつ 状
じょう

態
たい

を示
しめ

す症状） 
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  (Y) 

专栏２～「カウンセリング（心理咨询）」～ 

孩子的事、丈夫或是妻子的事、工作单

位的人际关系、过去的心酸经历、将来的事

･･･我们只要活着，烦恼就不会断的。有了

烦恼时，大家都向谁诉说、商量呢？如果把

烦恼跟谁说一说，心情就能变得舒畅的话

当然很好，可是，如果是心里几乎都被烦恼

占据，弄得家务和工作也没法做的状况长

期持续的话，接受“カウンセリング（心理咨

询）”也是一个办法。 

在心理咨询中，倾听诉说的称为“カウ

ンセラー（心理咨询师）”，倾诉烦恼的称为

“クライエント（求助者）”。心理咨询师是以

心理学的知识为基础，通过与求助者的对

话或是会话，引导求助者解决感到困惑的

事或是烦恼的问题。因为心理咨询师不是

医生，所以不能做诊疗、诊断以及投药等。

求助者通过与心理咨询师的对话，可以面

对问题、意识到问题的症结，从而消除烦

恼。一般来说，如果心理咨询不在保险范围

内，1 个小时的费用要花 5000 日币到 1 万

日币。不过，也有医师提出需要接受心理咨

询的指示的场合（保险适用的场合也有）。 

除了可以去本篇中介绍到的诊疗科就

诊的同时，如果因为不知道要到什么地方

去咨询而烦恼的话，到社区的“保健所”或

是“精神保健福祉センター（精神保健福祉

中心）”（称呼因地区而异，也有叫“こころ

の健康センター（心灵健康中心）”“心と身

体の健康センター（心理和身体的健康中

心）”等地方），或是到“地域包括支援セン

ター（地区综合支援中心）”去咨询也可以。

咨询是免费的。 

コラム２～カ
か

ウ
う

ン
ん

セ
せ

リ
り

ン
ん

グ
ぐ

～ 

子
こ

どものこと、夫
おっと

や妻
つま

のこと、職
しょく

場
ば

の人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

、過
か

去
こ

の辛
つら

い経
けい

験
けん

、 将
しょう

来
らい

のこと･･･ 私
わたし

た

ちは生きているだけで悩
なや

みが絶
た

えませんね。皆
みな

さ

んは悩
なや

みがあったら誰
だれ

に相談
そうだん

しますか？悩みを

誰
だれ

かに話して心が晴れるようならいいですが、も

し心の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

を悩みに占
せん

領
りょう

され、家
か

事
じ

や仕
し

事
ごと

が

手につかないようなことが 長
ちょう

期
き

間
かん

続
つづ

くようであ

れば、カウンセリング
か う ん せ り ん ぐ

を受
う

けるという方
ほう

法
ほう

もあり

ます。 

カウンセリング
か う ん せ り ん ぐ

では 話
はなし

を聞
き

く人
ひと

をカ
か

ウ
う

ン
ん

セ
せ

ラ
ら

ー
ー

と呼び
よ び

、悩み
なやみ

を話
はな

す人
ひと

のほうをク
く

ラ
ら

イ
い

エ
え

ン
ん

ト
と

と

呼びます。カウンセラー
か う ん せ ら ー

は心理
しんり

学
がく

の知
ち

識
しき

を基
もと

に

クライエント
く ら い え ん と

との対
たい

話
わ

や会
かい

話
わ

を通
とお

して困
こま

ってい

る事
こと

や悩んでいる事
こと

を解
かい

決
けつ

に 導
みちび

きます。医師で

はないので、診 療
しんりょう

や診断
しんだん

、投
とう

薬
やく

などはしませ

ん。クライエント
く ら い え ん と

はカウンセラー
か う ん せ ら ー

との対話
たいわ

を通
とお

し

て、問題
もんだい

と向
む

き合
あ

うことや気
き

付
づ

きを得
え

て悩みを解

決していくのです。一
いっ

般
ぱん

的
てき

にカウンセリングは

保険がきかないと 料
りょう

金
きん

が 1時
じ

間
かん

5000円
えん

～1万
まん

円とかなりかかります。ただ、医師
い し

から

カウンセリング
か う ん せ り ん ぐ

をうけるようにと指
し

示
じ

が出
で

ること

もあります（保
ほ

険
けん

適
てき

用
よう

の場
ば

合
あい

もある）。 

本
ほん

記
き

事
じ

で 紹
しょう

介
かい

した診療科とともに、どこに相
そう

談
だん

したらいいのか悩
なや

むようなことがあったら、地
ち

域
いき

の「保
ほ

健
けん

所
じょ

」や「精
せい

神
しん

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

」（地
ち

域によって「こころの健康センター」「心と身体

の健康センター」などと呼
よ

ぶところもある）また

は包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センター
せ ん た ー

に問
と

い合
あ

わせるとよいでし

ょう。相談
そうだん

は無
む

料
りょう

です。 


